
2015.04.09 
井原山（いわらやま）のイチリンソウ、ニリンソウ 









ニリンソウ（二輪草） キンポウゲ科  





イチリンソウ（一輪草）キンポウゲ科  

















名の由来:漢方の「延胡索」の仲間であることから。 



「次郎坊」は、江戸時代の本草書に、紀州地方（現在の伊勢地方）でスミレを太郎坊と
呼びこのジロボウエンゴサクを次郎坊と呼び、子供たちが両者の花を絡らみ合わせ
て引っ張ってどちらかが先にちぎれるかを競ったことによるというのが通説です。  

 



コチャルメルソウ（小哨吶草） ユキノシタ科 







本州から九州の山地に自生するスミレです。 比叡山で多く
見られることがその名の由来と言われています。 











ツクシショウジョウバカマ（筑紫猩々袴） ユリ科 


